Y a-t-il le droit de nuire a autrui? : Pour etablir une theorie de la legitime defense et de l\u27etat de necessite en droit civil by 鈴木 清貴




























































































































































































































































































































































































































5 岡村玄治『債権法各論』（巌松堂書店・1929 年）623 頁（なおカタカナをひら
がなに改めた（以下同じ））。岡村玄治『改訂債権法要論（各論）』（芦書房・
1958 年）237 頁も同旨である。




正 3年 10 月 2日刑録 20 輯 1764 頁を引き合いに出して、その判決は、刑法



























ステイトメント⑭〕ジュリスト 901 号 85 頁（1988 年）。
9 民法改正研究会（代表・加藤雅信）編『民法改正　国民・法曹・学界有志案』
（日本評論社・2009 年）229 頁。
10 佐伯千仭『三訂刑法講義（総論）』（有斐閣・1977 年）209 頁。





































































24 2017 年 3 月 13 日に公表された民事責任改正草案は、「責任を排除する原因」
として、第 1257 条で「被害をもたらす所為は、その作出者が刑法典第 122
条の 4から第 122 条の 7までに規定された状況のひとつに置かれる場合、責
任をもたらさない。」と規定している。この改正草案については、鈴木清




























































社・1947 年）290 頁以下（ただし 5刷（1968 年）を参照した。また一部、現
代かなづかいに表記を改めたところがある）。初出は、法律時報 5巻 7号 8
頁（1933 年）。
